
コミュニティ活動と学習活動の新たな拠点に 

 南三陸町が国道45号沿いの志津川中央団地入口で

建設を進めていた「南三陸町生涯学習センター」が

完成、4月 25 日オープンしました。公民館と図書館

機能を備えた木造の複合施設です。志津川小学校の

東側に位置し、近隣には志津川保育所や復興公営住

宅、志津川中央団地、目の前には「アップルタウン

南三陸ショッピングセンター」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

志津川東公営住宅で「春の交流会」 

 志津川東復興住宅で 3 月 17 日、「歌と芝居とお

団子」と題した交流会が開かれました。南三陸ス

マイルアゲインプロジェクトが主催したもので、

集会所で開かれた会には入居者約 40 人が来場。大

崎市出身で現在ニューヨーク在住のオペラ歌手の

青木麻菜美さんが歌声を披露しました。青木さん

は「花」や「おぼろ月夜」などのほか、英語とイ

タリア語で「タイム トゥ セイ グッドバイ」など

を熱唱。のびやかな歌声で来場者を魅了しました。

ふるさと」と「花は咲く」の演奏では、聴衆も一

緒に歌い、会場は深い感動に包まれました。 
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復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 
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図書館と公民館を緩やかに融合 

新しい施設は、敷地が 4,654 平方㍍、木造一部鉄

骨造り平屋建てで、床面積は 1,780 ㎡。構造材や仕

上げ材、本棚、家具に至るまで南三陸産杉材が採用

され、木の温もりに溢れる空間です。図書館の蔵書

は現在約 3 万 5 千冊ですが、約 10 万冊までの収蔵

が可能です。キッズスペースや音楽や趣味を楽しむ

コーナー、視聴覚室や大研修室も整備されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南三陸町生涯学習センター完成！国道45号に新ランドマーク

コミュニティ活動の拠点に 

 

 

（生涯学習センターの全景） （図書館エリアの様子） 
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当会は今年度、東日本大震災現地NPO応援基金［特定助成］「東日本大震災復興支援 

JTNPO応援プロジェクト助成金」の支援をいただき活動しています。 
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～戸倉復興住宅入居者らが町内巡り～ 

 戸倉地区の復興公営住宅入居者と高台移転団地の

住民が 4 月 22 日、モアイバスを利用して町内巡りの

バスツアーを楽しみました。復興みなさん会が主催し

たもので、入居者ら 17 人が参加。みなさん会のメン

バーのガイドで、志津川、歌津、入谷を周遊し満開の

桜を愛でました。雲南神社のそばを流れる八幡川では

椿の花流しをして震災の犠牲者の霊を慰めました。入

谷ひころの里「ばっかり茶家」で昼食を楽しんだ後、

三陸道三滝堂ＩＣの「道の駅」も視察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸倉神社の春の例祭で神輿渡御 

南三陸町波伝谷の「戸倉神社」で 4 月 21 日、３年ぶ

りに春の例祭が行われ、神輿の渡御が復活しました。

本殿で神事が執り行われた後、白装束姿の氏子たちが

神輿を担いで神社の急な石段を下り、波伝谷漁港に移

動。海の神様に祈りを捧げた後、地区内を巡行。獅子

舞と共に集団移転団地や災害公営住宅などを練り歩

き、地域の繁栄を祈りました。同神社は震災で被災し

ましたが、日本財団の助成により再建工事が行われ、

本殿、稲荷殿、神楽殿、鐘楼などが新築されました。 

 

 

 

 

 

 

 

  商工会館基本構想発表 令和 2年 4月開館予定 

南三陸商工会が志津川地区に整備する「南三陸商工

会館」の基本構想が 4 月 11 日、商工会で開かれた基

本構想報告会で示されました。建設地は、志津川字沼

田の志津川郵便局の東隣りで、敷地面積は 1,182 平方

㍍。鉄骨造り 2階建てで、床面積は新築が 366 平方㍍、

ほかにコンテナハウスが 72 平方㍍。1階は事務室や相

談室、2階は会議室や備品倉庫などで、敷地内には 20

台分の駐車スペースが設けられます。 
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